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1. エイズ治療・研究開発センター（AIDS Clinical Center：ACC）の概要 

ACC は、臨床、臨床研究、情報提供及び研修の 4 つの主な機能を有しており、国内外の

HIV 診療、研究機関との協力体制の下に、エイズの最先端医療の提供と、エイズ診療の全

国的なレベルの向上を図るため、ブロック拠点病院並びに全国約 380 ヶ所の拠点病院との

連携を進めています。 

 

2. エイズ治療・研究開発センター研修（ACC Clinical Training Course）とは 

エイズ治療・研究開発センター研修は、実際に HIV 感染者の診療・看護等にあたる医療従

事者の育成を目標としています。2014 年度は以下の計 8 コースを設置します。 

 

(1) 1 週間コース 

(2) 薬剤師コース 

(3) 歯科コース 

(4) 1 ヶ月コース（コーディネーターナースコース） 

(5) 短期・基礎コース 

(6) アップデートコース 

(7) 地域支援者コース 

(8) 周産期・小児医療コース 

 

＜各コースの概要＞ 

(1) 1 週間コース、(2) 薬剤師コース、(3) 歯科コース、(4) 1 ヶ月コース 

講義（基礎的・専門的）や専門外来、治療・研究開発センター病棟等における実習・見学、

さらに HIV 感染者との交流を通じて患者理解を深めることができる、専門的な研修です。 

 

◎ 研修を効果的に行うため、研修前に自施設における HIV 感染症診療・看護等の状況の

概要を把握するとともに、専門用語（疾患名・薬剤名）についても各自予習をお願いします

（医師、薬剤師以外の職種の方には、事前のアンケート、研修時に行うプレゼンテーション

の準備を研修決定時に依頼します）。 

◎ 各ブロック拠点病院が実施している研修、あるいは当センターの「短期・基礎コース」の

修了後に受講されるとより理解しやすい内容となっています。 

 

研修の目標は、以下のとおりです。 

1．HIV 感染症/AIDS に関する基礎的・専門的知識、情報、技術を身に付け診療・看護等に

対応できる医師、薬剤師、看護師その他コメディカルスタッフを養成する。 

2．診療情報提供や対外支援活動を紹介し、HIV 感染症診療に携わる医療従事者の全国

的ネットワークを構築する。 

 

(5) 短期・基礎コース 

HIV 感染症診療の経験が乏しい、あるいはこれから初めて HIV 感染症診療に携わる医療

従事者を対象に、短時間で効率的に HIV 感染症/AIDS の基礎について学習する内容とな

っています。 

 

(6) アップデートコース 



既に HIV 感染症診療に携わっている医療従事者を対象に、HIV 感染症診療に関わる直近

数年間の情報（治療ガイドライン・新規薬剤・問題となっている合併症など）について、短時

間で効率的に知識をアップデートするためのコースです。 

 

(7) 地域支援者コース 

医療機関と連携して実施する療養支援について学習する研修です。 

長期生存時代の HIV 感染者の療養支援について啓発し、ネットワークを構築することを目

標としています。 

 

(8) 周産期・小児医療コース 

HIV 感染女性の妊娠・出産に関する診療・ケアと小児の診療・ケアに関して学習する研修で

す。研修の目標は、以下のとおりです。 

1．HIV 感染妊婦及び小児に対し適切な診療・ケアを提供できる医療者を養成する。 

2．HIV 感染妊婦及び小児に対する診療・ケアについて情報交換するためのネットワークを

構築する。 

 

3. 開催時期・募集人員 

 

(1) 1 週間コース（5 日間）：年 4 回実施 

第 1 回 2014 年 6 月 2 日（月）～6 月 6 日（金） 

第 2 回 2014 年 6 月 30 日（月）～7 月 4 日（金） 

第 3 回 2014 年 9 月 1 日（月）～9 月 5 日（金） 

第 4 回 2014 年 10 月 6 日（月）～10 月 10 日（金） 

 

募集人員（1 回あたり）： 

【医師】5 名 【看護師等】（外来実習）3 名、（病棟実習）3 名 

 

※【看護師等】とは、看護師、助産師、保健師のほかソーシャルワーカー、カウンセラー等

のコメディカルスタッフを含みます。 

 

＜1 週間コースの講義風景＞ 

  
 

 



(2) 薬剤師コース（2 日間）：年 4 回実施 

第 1 回 2014 年 6 月 2 日（月）～6 月 3 日（火） 

第 2 回 2014 年 6 月 30 日（月）～7 月 1 日（火） 

第 3 回 2014 年 9 月 1 日（月）～9 月 2 日（火） 

第 4 回 2014 年 10 月 6 日（月）～10 月 7 日（火） 

 

募集人員（1 回あたり）： 

【薬剤師】10 名 

 

(3) 歯科コース（3 日間）：年 4 回実施 

第 1 回 2014 年 6 月 2 日（月）～6 月 4 日（水） 

第 2 回 2014 年 6 月 30 日（月）～7 月 2 日（水） 

第 3 回 2014 年 9 月 1 日（月）～9 月 3 日（水） 

第 4 回 2014 年 10 月 6 日（月）～10 月 8 日（水） 

 

募集人員（1 回あたり）： 

【歯科医師等】4 名 【歯科医師】2 名 【歯科衛生士・歯科看護師】2 名 

 

(4) 1 カ月コース（4 週間）： 

2014 年 10 月 6 日（月）～10 月 31 日（金） 

 

※ 最初の 1 週間は復習を目的に 1 週間コース【看護師等（外来実習）】と同じ内容の研修を行い、残り

3 週間でより専門的な研修を行います。 

※ 4週間連続での受講が難しい場合には、受け入れ時期の調整や研修日程の分割など御相談に応じ

ますので、研修担当までお問い合わせください。 

 

募集人員： 

【看護師】2-3 名（応相談） 

 

(5) 短期・基礎コース（2 日間）：年 1 回実施 

2015 年 1 月 29 日（木）～1 月 30 日（金） 

 

募集人員： 

【医師】【看護師等】【薬剤師】計 50 名 

 

※ 看護師等とは、看護師、助産師、保健師のほかソーシャルワーカー、カウンセラー等の

コメディカルスタッフを含みます。 

 

(6) アップデートコース（1 日間）：年 1 回実施 

2014 年 9 月 26 日（金） 

 

募集人員： 

【医師】【看護師等】【薬剤師】計 50 名 



 

※ 看護師等とは、看護師、助産師、保健師等のコメディカルスタッフを含みます。 

 

(7) 地域支援者コース（1 日間）：年 1 回実施 

2014 年 10 月 17 日（金） 

 

募集人員： 

【保健師】、【訪問看護師】、【ホームヘルパー】、【障がい者施設等職員】、【行政職員】 

最低実施人数 10 名 

 

障がい者施設等職員には老人保健施設職員を含みます。また、行政職員とは官公庁また

はそれに準じる勤務先で医療福祉関係の業務に携わっている職員をいいます。 

 

(8) 周産期・小児医療コース（1 日間）：年 1 回実施 

2014 年 11 月 7 日（金） 

 

募集人員： 

【医師（産科又は小児科）】【看護師（産科又は小児科）又は助産師】 

最低実施人数 20 名 

 

※ 産科の医師と看護師・助産師、又は小児科の医師と看護師との合同での受講をお勧

めしますが、1 施設 1 名でも応募可能です。 

 

各コースとも、受入人員については申込状況に応じ増減調整をする場合があります。 

 

 

4. 研修内容 

 

(1)1 週間コース 

 ①【医師】   別紙プログラム 1-① 

 ②【看護師等（外来実習）】 別紙プログラム 1-② 

 ③【看護師等（病棟実習）】 別紙プログラム 1-③ 

(2)薬剤師コース   別紙プログラム 2 

(3)歯科コース   別紙プログラム 3 

(4)1 カ月コース   別紙プログラム 4 

(5)短期・基礎コース   別紙プログラム 5 

(6)アップデートコース  別紙プログラム 6 

(7)地域支援者コース  別紙プログラム 7 

(8)周産期・小児医療コース  別紙プログラム 8 

 

（プログラムは適宜変更される場合があります） 

 

5. 対象者 



(1) 1 週間コース【医師】、【看護師等（外来実習）】、【看護師等（病棟実習）】 

現在勤務先医療機関もしくは行政機関等において、主として HIV 感染者の診療（看護・服

薬指導）や HIV 感染症/AIDS 対策に携わる実務担当者等であり、研修修了後も継続的に

同診療・看護等の実務担当者、指導者として携われる者とする。さらに、HIV 感染症/AIDS

の専門的知識向上、チーム医療を率先実施する医療体制の整備を目的としているため、

応募者多数の場合は、以下の要件 A と B の複数該当者を研修受入の優先要件とします。 

 

A. ブロック拠点病院担当者、もしくは拠点病院担当者 

B. 同一施設より医師と看護師等の複数にて同一日程で申込をしている者 

 

【看護師等（外来実習）】・【看護師等（病棟実習）】においては、以上の要件以外に以下の C

と D の優先要件があります。 

 

【看護師等（外来実習）】 

C. 各ブロック拠点病院が主催する HIV/AIDS 研修の受講者 

 

【看護師等（病棟実習）】 

D. HIV 感染者の看護経験を有し、看護師経験が 5 年以上の者 

 

(2) 薬剤師コース 

現在勤務先医療機関・保険調剤薬局において、HIV 感染者の指導経験を有し、薬剤師経

験が 5 年以上の者であり、研修修了後も継続的に同指導の実務担当者、指導者として携

われる者とします。さらに HIV 感染症/AIDS に関する専門的知識向上、チーム医療を率先

実施する医療体制の整備を目的としているため、対象者多数の場合は、以下の要件 A の

該当者を研修受入の優先要件とします。 

 

A. ブロック拠点病院担当者、もしくは拠点病院担当者、または HIV 感染者の院外処方を多

数受けている保険調剤薬局担当者 

 

※ なお、この研修は日本病院薬剤師会が認定する HIV 感染症薬物療法認定薬剤師の認

定申請資格(6)HIV 感染症領域の講習会（10 時間、5 単位）に該当します。（受講証発行） 

 

(3) 歯科コース【歯科医師】、【歯科衛生士・歯科勤務の看護師】 

現在勤務先医療機関等の歯科診療現場において HIV 感染者の歯科診療・口腔ケアに携

わる実務担当者等であり、研修終了後も継続的に同診療・口腔ケアの実務担当者、指導

者として携われる者とします。さらにHIV感染症/AIDSの専門的知識向上、チーム医療を率

先実施する医療体制の整備を目的としているため、対象者多数の場合は、以下の要件 A

と B の複数該当者を研修受入の優先要件とします。 

 

A. ブロック拠点病院担当者、もしくは拠点病院担当者 

B. 同一施設より歯科医師と歯科衛生士・歯科勤務の看護師の複数にて同一日程で申込

をしている者 

 



(4) 1 ヶ月コース（コーディネーターナースコース）【看護師】 

現在勤務先医療機関等において、主として HIV 感染者の外来看護に携わる実務担当者で

あり、研修修了後も継続的に看護等の実務担当者、指導者として携われる以下の者としま

す。 

 

診療報酬「ウイルス疾患管理料 2」の加算が算定できる施設（あるいは算定の方針である

施設）の施設長が推薦する HIV/AIDS ケアの担当看護師(候補者を含む） 

 

HIV 感染症/AIDS に関する専門的知識向上、チーム医療を率先実施する医療体制の整備

を目的としているため、対象者多数の場合は、以下の要件AとBの複数該当者を研修受入

の優先要件とします。 

 

A. ブロック拠点病院担当者、もしくは中核拠点病院担当者 

B. 各ブロック拠点病院が主催する HIV/AIDS 研修の受講者 

 

(5) 短期・基礎コース 

HIV 感染症診療の経験が乏しい、あるいはこれから初めて HIV 感染症診療（医療・看護・服

薬指導等）に携わる医療従事者、行政機関における HIV 感染症/AIDS 対策の担当者、また

は HIV 感染症/AIDS の基礎について短期間で学習したい医療従事者とします。 

 

※ 北海道・東北ブロック・関東信越ブロックに所属する国立病院機構施設の職員において

は、国立病院機構本部が主催する「HIV 感染症研修会」と同一内容であるため、後日、同

機構本部において募集する研修会に応募するようお願いします。 

 

(6) アップデートコース 

既に HIV 感染症診療に携わっている医療従事者とします。HIV 感染症に関する最低限の知

識と経験を有する前提で講義が行われますので、診療経験の全くない方は(5)短期・基礎コ

ース やブロック・中核拠点主催の研修を受講後にお申し込み下さい。 

 

(7) 地域支援者コース 

現在勤務先でHIV感染者の療養支援に携わる実務担当者、または将来的に携わる予定の

従事者。もしくは行政機関にて HIV 感染者の療養支援について学習したい従事者とします。 

 

(8) 周産期・小児医療コース 

現在勤務先医療機関において、主として HIV 感染者の診療（看護・服薬指導）や HIV 感染

症/AIDS 対策に携わる実務担当者等であり、研修修了後も継続的に同診療・看護等の実

務担当者、指導者として携われる者とします。 

 

6. 研修用教材 

テキスト等必要資料は研修開始時に配布します。 

 

7. 研修参加費 

旅費（交通費、宿泊費）、研修時の外部機関見学にかかる交通費は各自ご負担下さい。 



エイズ拠点病院職員における旅費（交通費、宿泊費）申請等については、所属施設または

都道府県等のエイズ対策業務担当課に確認してください。 

 

8. 修了証 

研修受講修了者には修了証（受講証）を授与します。 

本研修の修了者は、参加日数に応じて、日本エイズ学会「学会認定医・指導医」、同「認定

HIV 感染症看護師・認定 HIV 感染症指導看護師」、日本病院薬剤師会「HIV 感染症専門薬

剤師」「HIV 感染症薬物療法認定薬剤師」の認定取得・更新の際に必要となる単位を取得

できます（取得可能な単位数については各認定団体にお問い合わせ下さい）。 

 

9. 宿泊施設 

必要に応じ、各自で手配してください。 

（参考として、研修受講決定者宛の事務連絡に当センター近隣の宿泊施設リストを添付し

ます） 

 

10. 申込方法 

申込書に必要事項を記入し、所属施設長（各地方自治体【都道府県】単位でとりまとめ申し

込みされる際は、その役職者）の公印を押印し、以下に記載する応募期間内に郵送（必着）

で提出してください。 

 

応募期間 

 

(1) 1 週間コース 

(2) 薬剤師コース【薬剤師】 

(3) 歯科コース【歯科医師】【歯科衛生士・歯科勤務の看護師】 

 

第 1 回 2014 年 4 月 1 日（火）～2014 年 4 月 30 日（水） 

第 2 回 2014 年 4 月 1 日（火）～2014 年 5 月 16 日（金） 

第 3 回 2014 年 4 月 1 日（火）～2014 年 7 月 18 日（金） 

第 4 回 2014 年 4 月 1 日（火）～2014 年 8 月 22 日（金） 

 

(4)1 カ月コース【コーディネーターナース(CN)コース】 

2014 年 4 月 1 日（火）～2012 年 8 月 22 日（金） 

 

(5)短期・基礎コース 

2014 年 4 月 1 日（火）～2014 年 12 月 12 日（金） 

 

(6)アップデートコース 

2014 年 4 月 1 日（火）～2014 年 8 月 15 日（金） 

 

(7)地域支援者コース 

2014 年 4 月 1 日（火）～2014 年 9 月 5 日（金） 

 



(8)周産期・小児医療コース 

2014 年 4 月 1 日（火）～2012 年 9 月 26 日（金） 

 

※ 

1．応募封筒には「エイズ治療・研究開発センター研修申込書 在中」と朱書してください。 

2．受入の可否については、申込書を選考のうえ、当該研修開始の 1 ヶ月前までに各申込

施設長宛に文書で通知します。 

3．各コースとも、受入人員については申込状況に応じ増減調整をする場合があります。 

4．1 週間コース、薬剤師コース、歯科コースの申込については、各回の応募期限内に到達

した申込書により当該回の選考を行います。当該回の選考に漏れた場合は、次回の選考

に組み入れます。 

5．申込書類の記入方法については、記入例を示してあるので参考にしてください。 

6．申込書に記入いただいた個人情報は、受講者選考及び各施設への受入可否連絡の目

的以外に使用することはありません。 

7． その他不明な事項については、11. 申込送付先、問い合わせ先に照会してください。 

 

11. 申込書送付先、問い合わせ先 

〒162-8655 

東京都新宿区戸山 1－21－1 

独立行政法人国立国際医療研究センター 

エイズ治療・研究開発センター 

医療情報室 研修相談係 

 

TEL 03－3202－7181（内線 3259） 

FAX 03－3208－4244（医療情報室直通） 

E-mail: webmaster@acc.ncgm.go.jp 

 

※ 

1．研修受講決定者に関係する内容、個人情報に関する内容については回答できません。 

2．電話での問い合わせについては、土曜日・日曜日・祝日を除く日の原則 10：00～12：00、

14：00～16：00 です。 

3．FAX での問い合わせについては 24 時間受付可能ですが、回答は翌日以降になります。

問い合わせには必ず所属施設名、氏名、連絡先を記載してください。所属施設名等の記載

がない場合は、返信（回答）出来ない場合があります。 

4．E-mail の問い合わせについては 24 時間受付可能ですが、回答は翌日以降になります。

また共用のメールアドレスのため、必ず件名に「エイズ治療・研究開発センター研修につい

て」と記載し、所属施設名、氏名、回答すべき連絡先を記載してください。所属施設名等の

記載がない場合は、返信（回答）出来ない場合があります。 
































